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【目的】家事労働の社会化に伴い、私たちが着用する衣服の大半は、自家製作から既製服

となり、併せて学校教育においても、児童生徒が学習する技能や技術は簡素化されてきた。

しかし、資源や環境を視野に入れた能動的な消費者教育を推進し、生涯心豊かに自立した
衣生活を送るためにも、基礎・基本的な生活技術の教育は必要と考える。そこで本研究で

は、基本的な縫いの技術について、実技テストとアンケート調査を行い、その結果から、

それら技術教育のあり方について検討する。
【方法】1996年9 ～11月、高校生、専門学校生、短大生、大学生計220名を対象に、衣類の

保持と補修に関係すると想定される作業であるボタンつけ、カギホックつけ、すその始末、

縫い目のほころび直しについて、手縫いによる実技テストを実施し、その評価を行った。
同時に、これらの技能の習得の必要性、実生活における活用状況、ならびに学習歴などに

関する項目を設定した質問紙調査を行い、その結果を比較検討した。

【結果】実技テストでは、ボタンつけのみ男女とも十分な技術力を有していたが、その他

の技術については女子の方が出来映えが良く、男女差が認められた。各技術力と技術習得

の必要性、実生活における活用状況は、相関が認められた。実技テスト結果と被験者の所

属校種には明確な相関がなく 、小、中学校の男女共修教育の効果が認められなかった、技

術習得の場所は、男女とも主に学校であり、縫いの技術教育には、学校教育の果たす役割
の重要性が明らかとなった。

2Na －8 明治初期女紅場における手芸裁縫教育
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【目的】明治５年に新英学校及女紅場が設立されて以来、京都大阪を始め函館・新潟・大

分など各地に女紅場が設立された。女子に必要とされた技芸､女紅(裁縫･紡績･刺繍･養蚕･

織物等) を教授することを主目的としたが､同年布達の娼妓解放令に関連し､娼妓廃業後の

ため技芸を教授する遊所女紅場や､没落士族の貧困婦女子への授産施設等も含まれる｡学制

確立期の明治初期に､女紅場という機関において実施された手芸裁縫教育の内容を､授業科

目･教則･製作品･教師資格等の面から､資料に基づき調査し比較検討することを目的とする。

【方法】資料として、各地に残る諸届書等の行政文書など一次資料を中心に用いる。

【結果】新英学校及女紅場では､英学生徒と女紅生徒に分け､外国人教師による西洋女紅の

教授も実施、1週33時間のうち女紅が９時間、その他に読書数学作文習字女礼があった｡柏

崎女紅場では裁縫と機織､長岡女紅場では裁縫機織の他に養蚕を取り入れ､函館女紅場では

裁縫科と洗濯科が置かれた｡教師資格は､京都府の場合明治1】年の｢市郡女紅師規則｣により

土手町女紅場で3級以上の試験に合格することを資格要件としたが､その地域の裁縫教師や

女性仕立師に依頼した例も見られた｡製作品は､京都土手町女紅場の場合､織物や袋物､糸織

地煙草入れが米国博覧会に出品され､京都府女紅場として､華族士族娘による衣服雛形、生

徒娼妓による押絵額が出品されている。一一方、新潟県内女紅場では開場から約７年で文部

省から｢授業に類することをなさず｣と指摘されるなど､女紅場の教授内容や技術程度､経営

方針にかなり差が見られる。
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